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　予選リーグ突破をかけた第３戦は、各カテゴリー
で成長著しいカタール。日本セブンはミーティング
でこの試合の重要性を確認し、一致団結して戦い
に臨んだ。スターティングメンバーは、ＲＷ梶山、Ｒ
Ｂ蔦屋、ＣＢ石田、ＬＢ藤川、ＬＷ可児、ＰＶ朝野、Ｇ
Ｋ石濱、ＤＦ山口の布陣。開始早々から、カタール
のNo.10が闘志剥き出しのプレーで日本ゴールを
襲う。対する日本は、ＲＢ蔦屋がキレのあるミドル
を叩きこみ、一進一退の攻防を展開。カタールは
No.10、No.15の力強い個人技で得点を重ねる。一
方日本は、変わって入ったＣＢ安平の展開から、Ｌ
Ｂ窪田、ＲＢ蔦屋が打ち込み、前半は16-15の1点
リードで折り返す。

後半開始早々、カタールの退場やミスに乗じて、
ＬＢ藤川の連打で22-18と4点のリードを奪う。カ
タールのNo.10にシュートをねじ込まれるも、再び
蔦屋のミドルが突き刺さり、4点のリードを保つ。し
かし、ノーマークシュートをカタールＧＫ・No.18の攻
守に阻まれ、徐々に追い上げられ、29分には30-
30の同点となる。日本はラスト30秒でチームタイム
アウトで攻撃の意思統一をはかり、ラスト20秒ＣＢ
安平、ＬＢ窪田、ＬＷ清水の氷見トリオの鮮やかな
連係プレーから勝ち越し点をあげるが、すぐに失
点してしまい、31-31の同点でタイムアップとなっ
た。
　この結果、得失点差で予選ラウンドを突破、メイ
ンラウンド進出を決めた。メインラウンド初戦は、大
会直前のトレーニングマッチで2戦2敗のバーレー
ン。日本代表ユースチームはリベンジに燃えてい
る。
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　【　第８回 ユースアジア選手権　】
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